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補正額の財源内訳
特定財源 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計

1,734

事業の概要と必要性 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
(1)事業の概要

消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律
に基づき、総務省消防庁が示す新しい基準に沿って装備の
充実に努める。

(2)事業の必要性
総務省消防庁が示す新しい基準に沿って装備の充実に努

める必要がある。

補正の理由
消防団の装備の充実を年次的に整備する必要があるた

め、予算を計上し対応するもの。

財源 財源名 金額

2,379 2,379 500 145消防団装備資機材整備事業 防災安全課 消防費 消防費 非常備消防費

区分 金額
県 鳥取県防災危機管理対策交付金 500 需用費 2,379

内容
　消防団員の装備の充実
　　シールド付きヘルメット　10個
　　防火手袋　　　　　　　　 544双

146千円
2,233千円

諸収入 消防団員安全装備品整備等助成金 145

根拠法令 消防組織法、消防団充実強化法

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計

防災安全課 消防費 消防費 非常備消防費 37

補正額の財源内訳
特定財源 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

区分 金額
諸収入 自治総合センター助成金 500 需用費 500

事業の概要と必要性 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
(1)事業の概要

自治総合センターが実施する、コミュニティ助成事業を活
用し、地域で活動している少年消防クラブの防火広報や防
火知識の習得を支援する。

(2)事業の必要性
若年層の防災教育の充実を図り将来の消防団員を確保

するだけでなく、米子市全体の防災意識を高め防災対策を
進める上で必要である。

補正の理由
平成29年度コミュニティ助成事業の助成決定通知が3月に

あったため、予算を増額し対応するもの。

内容
　少年消防用防火衣
　少年消防用法被
　皮手袋
　拍子木

財源 財源名 金額

500 537 500
少年消防クラブ防災教育事
業

根拠法令 消防組織法、消防団充実強化法
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特定財源 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他
事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計

補正額の財源内訳

73

事業の概要と必要性 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
（1）事業の概要

住民の生命・身体・財産を火災等の災害から保護する消
防団の活動拠点として建築から相当年経過している消防団
車庫について建替えを行う。

（2）事業の必要性
消防団の活動の拠点であり地域の安心安全を守る重要

施設であることから、年次的な更新が必要である。

補正の理由
夜見分団車庫の移転建替えについて、予算を計上し対応

するもの。

財源 財源名 金額

8,573 8,573 8,500消防団車庫整備事業 防災安全課 消防費 消防費 消防施設費

5,200
入費

区分 金額
地方債 消防施設整備事業 8,500 委託料 3,373

内容
　測量・設計委託
　用地取得費

3,373千円
5,200千円

公有財産購

根拠法令 消防組織法、消防力の整備指針

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計

防災安全課 消防費 消防費 消防施設費

補正額の財源内訳
特定財源 一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

区分 金額
地方債 消防施設整備事業 19,800 旅費 12

12

事業の概要と必要性 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
（1）事業の概要

米子市消防団に配備している消防ポンプ自動車につい
て、配備後18年を経過した車両から順次更新を行う。

（2）事業の必要性
消防組織法により整備している消防団に求められている

使命（消火活動）を適正に果たすためにも、その中枢となる
車両を整備する必要がある。

補正の理由
五千石分団の消防ポンプ自動車の更新について、予算を

計上し対応するもの。
　
内容
　車両検査員旅費　　　　　　　 　12千円
　消防ポンプ自動車購入　　19,800千円

財源 財源名 金額

19,812 19,812 19,800
消防ポンプ自動車整備更新
事業

備品購入費 19,800

根拠法令 消防組織法、消防力の整備指針
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